職種：ねじ製作　　職務：圧造・フォーマー
【概要】

　ねじ製造のうち、圧造・フォーマー加工に関する仕事。

【仕事の内容】

　加工機を操作してねじの圧造加工を行う仕事である。製作するねじの種類に応じて多種多様な加工機が存在するが、ここでは代表的な機械・装置等の種類に応じて以下に大別している。

・ヘッダー加工機を操作してねじの頭部成形を行う「ヘッダー加工」

・トリーマー（トリミングマシン）による成型加工を行う「トリミング加工」

・フォーマーを操作してねじの加工を行う「フォーマー加工」

・大型ねじの製造等において熱間圧造法による加工を行う「熱間鍛造加工」
　仕事の手順としては、まず、機械・装置の始業時点検を済ませたのち、段取り準備を確実に行って試し打ちを行い、量産できる状態に整える。そのうえで、機械・装置のオペレーションを行い、加工品の外観・寸法等に問題がないか確認する。熟練してくると、高度な加工のほか、トラブル対応や機械の保守・整備等を任されるようになる。

【求められる経験・能力】

（1） 学卒（新卒）採用により入職するケース、経験者（中途）採用により入職するケースなど、様々である。
（2） 会社によっては社内で独自の検定・認定制度をもっているところもあり、こうした場合には、認定を受けることで技能が社内で認められ、地位が向上することもある。

（3） 圧造・フォーマーの技能者として必要な資質は、ねじやその製造プロセス、加工機械に対する興味や関心を持っていること、さらには技能向上への意欲をもっていることなどが挙げられる。

【関連する資格・検定等】

・玉掛け技能者（都道府県労働局等）

・フォークリフト運転者（都道府県労働局等）

　など

【厚生労働省編職業分類（小分類）との対応】

５３９ その他の金属材料製造、金属加工、金属溶接・溶断の職業

�　日本標準職業分類（総務省編）では、当該職業は「５２９　その他の製品製造・加工処理従事者（金属製品）」に該当する。この項目には「冷間成形及び温間成形による金属ねじ類の成形の仕事、ねじ類の材料の切断・圧造・成形・穴あけ・孔あけ・トリミング・溝入れ・先取・転造・タッピング・研磨（バフ磨きを除く）の仕事」が含まれており、具体的な事例として「金属ねじ類製造工、ヘッダー工、フォーマー工、ローリング工、タッピング工、トリマー工」等が列挙されている。


　なお、熱間鍛造については、厚生労働省編職業分類「５２４　鍛造工」が該当する。









